
　
執
筆
者
紹
介　
　

野　

口　

武　

司　

（
本
学
名
誉
教
授
）

北　

原　

泰　

邦　

（
准

 

教

 

授
）

佐　

藤　

幸　

子　

（
准

 

教

 

授
）

清　

水　

幸　

子　

（
専

任

講

師
）

五
十
嵐　

紗　

織　

（　

助　

教　

）

辻　
　
　

和　

希　

（　

助　

教　

）

小　

濱　

知　

実　

（
非
常
勤
講
師
）

小　

松　

祐　

美　

（
非
常
勤
講
師
）

塩　

崎　
　
　

正　

（
非
常
勤
講
師
）

永　

井　

知
可
子　

（
非
常
勤
講
師
）

赤　

羽　

美　

帆　

（
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
職
員
）

　
編
集
委
員　
　

　
　
　

鈴　

木　

泉　

子

　
　
　

山　

口　

和　

人

　
　
　

北　

原　

泰　

邦

　
　
　

赤　

間　

公　

子

　
　
　

西　

川　

晶　

子

令
和
三
年
二
月
二
十
日  

印
刷

令
和
三
年
三
月
一
日  　

発
行

　
  　

　

信
州
豊
南
短
期
大
学
紀
要
　
第
三
十
八
号

　
　
　
　
　
　

編
集
発
行
者　

信
州
豊
南
短
期
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町
中
山
七
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話　

〇
二
六
六

四
四
一
一
（
代
表
）

　
　
　
　
　
　

印　

刷　

所　

㈱　

宮　

澤　

印　

刷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
県
駒
ヶ
根
市
赤
穂
四
二
九
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話　

〇
二
六
五

二
五
七
一
（
代
表
）

　

  　
　

編
集
後
記　

　　

紀
要
第
三
八
号
刊
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
本
学
で
も
こ
れ
ま
で
の
対
応
を

見
直
す
必
要
が
あ
り
、試
行
錯
誤
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
い
う
新
し
い
可
能
性
を
開
く
扉
と
も
な
り
ま
し
た
。

今
号
に
寄
せ
ら
れ
た
論
文
に
も
、
今
後
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
示

唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
も
あ
り
、
厳
し
い
中
に
も
成
果
の
得
ら
れ
る

一
年
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
二
学
科
を
擁
す
る
本
学
な
ら
で

は
の
多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

執
筆
者
の
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
号
が
皆
さ
ま

の
研
究
に
新
し
い
視
点
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
な
る
研
究
成
果
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
か
ら
の
さ
ら
な
る
投
稿
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

（
編
集
担
当
）
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